



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ともに夫義村の家督停廃に関与した瑞松院 この両名の動静は戦国期大名家妻室の役割や権限を考える上で大変興味深い素材である。十六世紀初頭における洞松院による印判の使用は、のちの戦国大 達の印判使用事例と比較しても殊に早く、また女性 あり西日本での使用と
いう点でも特異である。同じく守護家後室として印判状を発給した今川
氏
親
(駿
河
・
遠
江
守
護)
後
室
寿
桂
尼
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
ている
(
24)。そのため、先行研究との重複を顧みず、あえて論及した次第
である
(
25)。三、天正年間におけ
る姫路黒田氏の妻室
以
下、蛇
足
な
が
ら
播
磨
時
代
の
黒
田
(小
寺)
孝
高
の
妻
室
の
位
置
に
つ
い
て
みておきたい。
天
正
六
年
(一
五
七
八)
十
月、織
田
信
長
か
ら
摂
津
一
国
の
支
配
を
任
さ
れ
て
いた有岡城主荒木村重が謀反し、翻意を促すべく説得に赴いた黒田孝高
は
有
岡
城
(兵
庫
県
伊
丹
市)
に
幽
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。孝
高
の
黒
田
家
は
そ
の
祖
父
重
隆
の
代
か
ら
播
磨
御
着
城
(兵
庫
県
姫
路
市)
を
本
拠
と
す
る
有
力
国
衆小寺氏に仕えており、父職隆と孝高は小寺姓を許されて一門待遇を受
け、姫
路
城
を
預
か
っ
て
い
た。天
正
五
年
(一
五
七
七)
十
月
に
中
国
地
方
攻
略を命じられた羽柴秀吉が播磨に出陣すると、孝高はその寄騎として秀吉を支えた。
有岡に村重説得に赴いた孝高がそのまま帰還しなかったことから、
信長・秀吉らは当初は孝高が村重に与したものと考えたようである。秀
吉
は
孝
高
の
叔
父
で
あ
る
小
寺
休
夢
(高
友)
に
あ
て
た
十
一
月
十
一
日
付
書
状(
26)
で、
⽛
(官兵衛孝高)官
兵
事、別
而
(荒木摂津守村重)荒
摂
無
等
閑
候、今
度
之
仕
合
不
及
是
非
候⽜と、孝
高
は荒木と格別に昵懇であったので、この度の成り行きは致し方のないことだと述べている。
46
当主孝高を欠くことになった黒田家では、家中の面々から起請文を
徴した。現存する起請文は四通で、当時の黒田家中の主要な面々が署判していると考えられる
(
27)。
【史料九】
(起)紀請文事
一、今度
(官兵衛・黒田孝高)官兵不慮ニ上辺御逗留、各難儀不過是候、然時者、当城
誰々御無覚
(悟)語候共、此衆之儀者、無二ニ御本丸馳走可申候、
若此旨於偽申者、大日本国中大小神祇・八幡大菩薩・愛
(宕)岩山、
殊ニ者氏神御罰可蒙罷者也、仍
(起)紀請文如件、
母里
与
(正勝)三兵衛
(花押)
天正六年
十一月五日
喜多村六兵衛尉
勝吉
(花押)
衣笠久衛門
(景延)
景
(花押)
長田三助
助次
(花押)
喜多村
甚左衛門
(花押)
(七名署判略)
御本丸
まいる
【史料一〇】
一、今度孝高様、
(荒木摂津守村重)摂州依有遺恨、有岡ニ被成御逗留候、然処、此
面々共、矢十方以雖有如何様儀、
(黒田長政)松寿殿様長浜ニ御座候上者、
不存疎略、勿論御奉公可仕事、
一、唯今所、松寿様御若年
事候間、
(小寺美濃守職隆)濃州様・
(小寺)休夢様・
(小寺兵庫助利高)兵庫殿万事
御心中次第ニ可仕事、
一、我等式と乍申、御城気遣用心之儀、不可有疎略候事、
右旨於背者、
大日本国中大小神祇・八幡大菩薩・春日大明神
・愛宕山大地蔵権現、別而者氏神可罷蒙御罰者也、仍起請文如件、
天正六年十一月吉日
久野
(重勝)四兵衛尉
(花押)
大野権右衛門尉
(花押)
井上
(之房)弥太郎
(花押)
首藤 郎兵衛尉
(花押)
吉田七郎兵衛尉
(花押)
尾江与七
(花押)
桐山
(信行)孫兵衛尉
(花押)
御上様
参
【史料一一】
一、何と成共、上様次第候、一、
(小寺美濃守職隆)小美様・休夢様御意背間敷候、
一、馬之衆同前相定候 付而何事も可被仰付候、
若此内曲事候者、此衆より堅可加成敗候、
右条々於相違者、愛
(宕)岩山・八幡大菩薩・摩利支尊天・春日大明
神、其外日本大小神祇、別而氏神之蒙御罰、永可弓矢之道捨候、仍状如件、
小河源二郎
于時天正六年霜月七日
俊
(血判花押)
宮
内味介
久重
(血判花押)
(十名署判略)
小川与三左衛門尉殿
参
【史
料
九】は
十
一
月
五
日
付
で、母
里
友
信
・
後
藤
右
衛
門
・
栗
山
泰
重
戦国期播磨における大名家妻室について
47
(の
ち
利
安)
・
宮
田
信
元
・
上
原
右
助
・
小
川
与
三
左
衛
門
・
藤
岡
甚
兵
衛
・
喜
多村甚左衛門・衣笠景延・母里正勝・長田助次・喜多村勝吉の十二名が
連
署
し、
⽛御
本
丸⽜へ
の
忠
節
を
誓
う。料
紙
に
は
石
清
水
八
幡
宮
の
牛
玉
宝印 使用されている。
この十二名から喜多村勝吉を除いた十一名に金川六右衛門尉以下十
二名を加えた二十三名が連署する⽛御本丸さま⽜宛て十一月吉日付の起請文もある。文言は【史料九】とほぼ同文だが、料紙は牛玉宝印ではなく、普通の奉書紙である。
【史料一〇】は十一月吉日付で、桐山信行・井上之房ら七名が署判
し、
⽛御
上
様⽜に
宛
て
た
も
の。近
江
長
浜
城
(秀
吉
の
居
城)
に
人
質
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い
る
松
寿
丸
(孝
高
の
嫡
男
長
政。当
時
十
一
才)
へ
の
奉
公
を
誓
い、松
寿
丸
が
若
年
の
間
は⽛濃
州
様
(職
隆)
⽜⽛休
夢
様⽜
⽛兵
庫
殿
(利
高。孝
高
の
弟)
⽜の
お
考
え
に
従
う
と
記
す。地
蔵
菩
薩
・
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
を
刷
っ
た護符三枚を貼り継いで料紙としている。
【史料一一】は、十一
月七日付で小河源二郎以下十二名が血判署判
した小川与左衛門尉あての起請文で、何事であれ⽛上様⽜次第であり、⽛小
美
様
(職
隆)
⽜⽛休
夢
様⽜の
御
意
に
背
か
な
い
と
誓
う。こ
れ
の
み
血
判
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は、署
判
す
る
十
二
名
が
孝
高
の
直
臣
(⽛馬
之
衆⽜＝
馬
廻)
で
は
な
く、主
家
た
る
小
寺
政
職
か
ら
寄
騎
と
し
て
孝
高
に
付
さ
れ
た
面々
であり、誓約に偽りないことをより強く表明する必要があったためと考えられている
(
28)。
さ
て、
【史
料
一
〇】で
は
孝
高
の
有
岡
幽
閉
と
い
う
事
態
を
う
け
て、継
嗣
松
寿
丸
(長
政)
へ
の
忠
節
奉
公
を
誓
う
と
と
も
に、松
寿
丸
が
若
年
で
あ
る
た
め
小
寺
職
隆
(孝
高
の
父)
・
同
休
夢
(同
叔
父)
・
利
高
(同
弟)
の
指
示
に
従
う
こ
と
を
誓約している。当主孝高を欠いた黒田家では、若年の松寿丸が成長するまでは、職隆・休夢・利 が家中運営にあたる体制が整えられたことになるが、その誓約の対象は⽛御上様⽜であり、孝高周辺 顔ぶを
考
え
る
と、こ
の⽛御
上
様⽜は
孝
高
室
櫛
橋
氏
(光。出
家
後
は
幸
園
と
称
す
る)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る。当
主
不
在
と
な
っ
た
黒
田
家
に
お
い
て、家
を
代
表す ものはその妻室である櫛橋氏だったのである。
【史料一一】ではより端的に、起請文冒頭で⽛何と成共、上様次第
候⽜と、
⽛上
様⽜に
全
権
委
任
し
て
い
る。こ
の⽛上
様⽜も
当
然
孝
高
室
櫛
橋氏と見なしうる。
な
お、
【史
料
九】と
二
十
三
名
連
署
の
十
一
月
吉
日
付
起
請
文
の
宛
所⽛御
本
丸⽜
⽛御
本
丸
さ
ま⽜は、従
来
は【史
料
一
〇
・
一
一】同
様
に
孝
高
室
櫛
橋氏を指すと考えられてきた。しかし、御着小寺氏からの預かり城である姫路城の本丸は公的空間として御着小寺氏 いし守護赤松 ため
に
空
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と、
⽝黒
田
家
譜⽞に
秀
吉
の
播
磨
入
国にあたって黒田孝高が秀吉を姫路城本丸に迎え入れた記述が ことから、姫路城は地域における⽛公的城郭⽜として 機能を果たしてお
り、
⽛御
本
丸⽜と
は
播
磨
の
新
た
な
公
儀
と
な
っ
た
織
田
信
長
の
代
理
人
た
る
秀
吉
を
指
す
と
い
う
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る(
29)。こ
の
理
解
に
従
え
ば、
【史
料九】と二十三名連署起請文は、黒田家中の主要な面々がいち早く織田政権に対する忠誠を誓ったものと言うことができる。
実
際
の
と
こ
ろ、当
該
期
の
黒
田
氏
(姫
路
小
寺
氏)
が
ど
の
程
度
の
勢
力
を
有
していたのかは判然としない。播磨に進出した羽柴秀吉からは⽛我ら
48
お(
弟
)
とゝの小一郎め
(同
前
)
とうせんに心やすく存候⽜と弟秀長同様の信頼を寄
せられていたが
(
30)、本来の立場はあくまでも飾東郡を中心に勢力を張る
国衆御着小寺氏の宿老であり、大名という程の存在ではない。戦国末期の播磨におい は、そうした黒田氏ほどの家でも、当主不在の折にはその妻室が家を代表する存在として認識されていたことは注目してもよかろう。
お
わ
り
に
守護赤松政則の後室洞松院を中心に、戦国期播磨における武家妻室
の機能や権限を考察する上で参考となる事例を紹介した。と たてて新知見を示したわけではないが、個人的には、洞松院・瑞松院が大めし・小めしと呼ばれ、そのことが幕府にまで聞こえていたことに興味を曳かれている。
そもそも洞松院は細川勝元の娘であり、赤松政則のもとに降嫁した
際には京都の内外で種々取り沙汰された
(
31)。永正九年の尼崎での洞松院
と細川高国との会談は近衛尚通・五条為学がそれぞれ日記に記
述して
いるから、京都でも広く喧伝されたのであろう。洞松院は京都では相応の著名人であった。播磨での彼女らの動静についても、播磨で幼少期を過ごした足利義晴やその侍臣達、あるいは守護所置塩を訪れた公家の冷泉為広や連歌師牡丹花肖柏、楽人豊原統秋ら
(
32)、さらに当該期の
都鄙間往来の活発さに鑑みると ・播磨間を往来する様々な人々からもその情報はもたら れただろう。であるならば、洞松院らの動静
を幕府関係者が把握していたとしても不思議ではない。
ではそのうえで、赤松氏二代にわたる妻室がともに⽛めし⽜と称さ
れ
た
の
は
何
故
か。
⽛女
司⽜の
字
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か。
いま少し史料の博捜を続けたいと考えている。
注(
1)
高坂好⽝中世播磨と赤松氏⽞(
臨川書店、一九九一年)
、今谷明⽛赤松
政則後室洞松院尼細川氏の研究ᴷ中世に於ける女性権力者の系譜⽜(
⽝横
浜市立大学論叢・人文科学系列⽞四六巻一～三合併号、一九九五年。
の
ち⽝室町時代政治史論⽞
、塙書房、二〇〇〇年、に収録)
、渡邊大門⽛播
磨守護赤松義村とその時代⽜(
⽝兵庫県の歴史⽞三四、一九九八年。のち
⽝中
世
後
期
の
赤
松
氏
ᴷ
政
治
・
史
料
・
文
化
の
視
点
か
ら
ᴷ⽞
、日
本
史
史
料
研
究会、二〇一一年、に収録)
(
2)
⼨社町史⽞第三巻史料編一(
二〇〇一年)
、湯川敏治⽛
⽝守光公記⽞に見
る播磨国の禁裏料所についてᴷ赤松政則後室、洞松院尼発給の印判状も搦めてᴷ⽜(
⽝史泉⽞一〇四号、二〇〇六年)
(
3)
⼦晴
富
宿
禰
記⽜明
応
五
年
八
月
三
日
条、(
明
応
八
年)
十
月
二
十
六
日
高
枕
軒
性
喜
(赤
松
政
秀)
書
状
(東
寺
百
合
文
書
い
函)
、⽛大
乗
院
寺
社
雑
事
記⽜明
応
八
年五月十九日条
(
4)
今谷前掲注(
1)論文
(
5)
湯川前掲注(
2)論文
(
6)
⼦鵤庄引付⽜永正十一年条(
斑鳩寺文書)
(
7)
⼦鵤庄引付⽜永正九年十一月五日条、
⽛伊勢貞助記⽜永正十年二月十四
日条(
⽝後鑑⽞所収)
(
8)
⼦鵤庄引付⽜永正十二年五月二十七日条、
⽛家風条々事⽜(
天川家文書)
、
⽛鵤荘引付⽜永正十三年条、同記永正十四年条
(
9)
⼦家風条々事⽜
。義村が制定した式目には⽛女房公事停止事⽜という条
文があるが、洞松院らの訴訟介入を念頭に置いたものだろう。なお拙稿
戦国期播磨における大名家妻室について
49
⽛戦国期における守護・守護代・国人⽜(
⽝日本史研究⽞四六四号、二〇
〇一年)
を参照。
(
10)
⼦家風条々事⽜
(
11)
⼦細川両家記⽜
(
12)
⼦拾芥記⽜永正九年六月十八日条、
⽛後法成寺尚通公記⽜同年七月四日
条
(
13)
⼦御随身三上 八 二十八日条、
⽛鵤庄引付⽜同年十一月五
日条
(
14)
⼦官符宣記⽜(
法隆寺文書)
(
15)
⼦得平記⽜
(
16)
⼦二
水
記⽜永
正
十
八
年
七
月
六
日
条、
⽛菅
別
記⽜同
年
条、
⽛拾
芥
記⽜同
年
七月六日条、
⽛経尋記⽜永正十八年条ほか
(
17)
⼦鵤庄引付⽜大永二年条
(
18)
⼦室町家御内書案⽜
(
19)
⼦室町家御内書案
(
20)
⼦室町家御内書案⽜
(
21)
⼦高
代
寺
日
記⽜で
は、義
晴
は
永
正
八
年
三
月
の
誕
生
間
も
な
く
生
母
と
も
ど
も播磨へ送られたとする。
(
22)
⼨後鑑⽞大永七年正月十日条所収
(
23)
九条家文書
(
24)
今谷前掲注(
1)論文、久保田昌希⽛今川氏親後室中御門氏(
寿桂尼)
の
生涯⽜(
⽝駒沢史学⽞五〇号、一
九九七年)
(
25)
これ以外の赤松氏後室については、顕著な政治関与は知られていない
が、政村妻室の意を受けて発給された女房奉書が存在するので、参考までに紹介する。
かもしさまより申せとの事にて候、この
(
春
)
はるの御意、かやうに御
(子こ
さまたち
様
達
)御
(怪我)けかもなくする〳〵と過まいらせ候て、
(目出度)めてたく御うれ
しく
(思
召
)
おほしめし候、そもし御
(
供
)
とものしるしとおほしめし候、御
(
番
)
はん
候はゝ、
(
仰
)
おほせらるへきやうも候ハす候よし、心
(得)え候て申せとの事
にて候、この御
(
樽
)
たる、
(但
馬)
たしまよりまいり候まゝ、所から
(
珍
)
めつらしう、
何の御
(
肴
)
さかなも候ハねとも、
(
下
)
くたされ候よし、心えて申とて候、か
しく、
(押紙)
⽛赤松
(性
𤋮
)
しやうき様御手跡也⽜
(捻封ウワ書)
⽛上月
(将
監
)
しやうけん殿
つほね
申給へ
⽜
押紙には赤松性𤋮(
政村、のち晴政)
の筆とある。押紙の記述を信じれ
ば、政村本人が女
房に仮託してしたためた仮名書状ということになるが、
素
直
に
読
め
ば
そ
の⽛か
も
じ⽜
、政
村
妻
室
の
意
を
う
け
た
女
房
奉
書
で
あ
る。
子供達が怪我もなくつつがなく過ごしているのは其方のお陰であるが、其方には御番勤めがあるため礼を申すこともできない、この酒は但馬からの到来物で珍しい のであるから其方に下さると ことである、ということになろうか。政村妻室が家臣である上月将監に到来物の酒を贈り、夫になりかわって労をねぎらったものである。
(
26)
黒田家文書
(
27)
いずれも黒田家文書
(
28)
⼨黒田家文書⽞第一巻本編(
福岡市博物館、一九九九年)
(
29)
多田暢久⽛播磨時代の黒田官兵衛と城郭⽜(
⽝平成二十六年度九州城郭
研究大会資料集⽞
、二〇一四年)
。
(
30)
(天正五年)
七月二十三日羽柴秀吉書状(
黒田家文書)
(
31)
⼦後法興院政家記⽜明応二年三月十六日条、
⽛蔭凉軒日録⽜同年三月十
一
・
十
五
・
十
六
日、四
月
三
・
二
十
二
・
二
十
六
日
条、
⽛
晴
富
宿
禰
記⽜同
年
閏
四
月
十
四
・
二
十
一
日
条、
⽛大
乗
院
寺
社
雑
事
記⽜同
年
三
月
十
五
日
・
閏
四
月五日条などに記述がある。
(
32)
冷
泉
為
広
詠
草
(時
雨
亭
文
庫
所
蔵)
、高
雄
坊
尊
朝
詠
草
奥
書
(尊
経
閣
文
庫
所
蔵)
ほか。
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